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❹
12･13
14
23
24

❷
市からのお知らせ(つやまエリア オープンファクトリー ほか）
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん(平成30年7月生まれ）
けいじばん
津山の歴史  あ･ら･か･る･と(津山の遺跡①沼遺跡）
注目！今月の津山人(鈴木妃奈さん）

   夏のイベント・プール情報
高校生と協力して津山産ショウガ
を活用した商品を開発

鈴木 妃奈さん（新魚町出身）

高校生の提案のどんなところに魅力を感じましたか？
　地域の農産物を活用したいという高校生の気持ちに共感し
ました。黄色のイメージが強いショウガでピンク色のシロッ
プを作るという提案に、初めは反対意見も出ました。しかし、
固定観念に捕らわれず、可愛い色にしたいという高校生らし
い純真な発想に面白さを感じ、取り組むことにしました。
完成するまでに苦労したことは？
　高校生が提案した味が、実際に商品を購入する消費者の

  し  

嗜
こう

好に合うかや、商品の特徴であるショウガの味をどう生かし
ていくかで悩みました。また、製造場所や工程、経費など、
商品化するには解決しなければならないさまざまな課題があ
りました。高校生の提案を生かしながら、どのように商品に
していくか、いろいろな人に相談しながら試行錯誤を続け、
約４年かけて完成しました。
こだわったところは？
　津山らしいお土産品が少ないことに寂しさを感じていたた
め、単なるショウガシロップではなく、津山の特徴が詰まっ
た商品を作りたいと思っていました。ショウガなど地域の特
産品を活用するだけでなく、津山の象徴である城をモチーフ
にした瓶やラベルにしました。シロップのピンク色が、津山
城の桜を連想させるという形で生きました。
津山の高校生にメッセージを
　手軽で効率的に得られるものもありますが、本物のものづ
くりをたくさん経験してほしいです。苦しんだ末に得られる
楽しさは感動的です。たくさんの人との関わりの中で生み出
されるものづくりの経験は、将来、社会のさまざまな場面で
皆さんの糧になると思います。
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４月28日㈰　第４回扇形こどもまつり
展望イベント（スカイビューイング）
津山まなびの鉄道館（大谷）
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▲津山東高校の生徒と商品の仕様について協
　議する鈴木さん（写真右）

　東京の大学で農学を学び、民間企業
に就職後、農業への強い思いから生ま
れ育った地元に戻り、イチゴなどの収
穫体験ができる農園「まほらファー
ム」(野村）の経営に携わる。農産物
の生産だけでなく、学校給食用ピオー
ネゼリーや、地元の牛乳と卵にこだわ
ったプリンなど、農産物を使った加工
品の商品化にも取り組んでいる。平成
31年３月、津山東高校の提案を受け
て取り組んだ津山産ショウガのシロッ
プが完成した。40歳。




